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 本研究の目的は、内集団バイアスを生じさせる集団協力ヒューリスティックの働きが文化普遍で

あることを示すことにある。実験では、日本人とニュージーランド人の参加者に対して、最小条件

集団を用いて集団を分類し、囚人のジレンマゲームにおける協力率を測定した。実験条件は参加者

内で配置され、取引相手が内集団に所属する場合と外集団に所属する場合のそれぞれに、取引相手

が参加者の所属する集団を知っているか否かを操作した。実験の結果、相手が所属集団を知ってい

る知識共有条件においては外集団よりも内集団への協力率が高まっていたが、知識を共有していな

い場合には集団間に差は生じなかった。さらに、日本人参加者のみならずニュージーランド人参加

者でも、知識を共有しているときにのみ内集団バイアスが生じていた。これらの結果は内集団バイ

アスを生じさせる、集団内の互酬性の期待に基づくヒューリスティックが文化普遍に見られる行動

傾向であることを示している。 


